
令和元年度　　事業評価表

子育て支援拠点事業（ひろば型）分 笠原親子ひろば

事業目標：子育て家庭の親とその子どもが気軽に集い、うち解けた雰囲気の中で語り合える相互に交流を図る場を提供すること。

実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

乳幼児 1276 乳幼児 832

大人 1031 大人 778

その他 0 その他 0

乳幼児 30 乳幼児 11

大人 22 大人 10

その他 0 その他 0

乳幼児 74 乳幼児 91

大人 55 大人 85

その他 0 その他 0

乳幼児 215 乳幼児 167

大人 190 大人 158

その他 0 その他 0

乳幼児 127 乳幼児 82

大人 105 大人 76

その他 0 その他 0

乳幼児 48 乳幼児 42

大人 46 大人 44

その他 0 その他 0

乳幼児 1770 乳幼児 1225

大人 1449 大人 1151

その他 0 その他 0

令和元年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題分析、自己
評価

H30 R1
項目

区
分

具体的内容

年度評価
平成30年度の実施状況

136

年齢や季節に合わせ手遊びや絵本の読み聞かせを実
施。複数の親子が一緒に楽しみ継続利用に繋がった。
新型ｺﾛﾅの影響により計12回中止。

夏の水遊び
（笠原児童館共催）

5 2

沢山のﾌﾟｰﾙを用意し、年齢や遊び方に合わせﾌﾟｰﾙを選
んで水遊びを楽しみ、安全に遊ぶ事ができた。

子
育
て
親
子
の
交
流
の
場
の

提
供
と
交
流
の
促
進

1

ひろばタイム
【手遊び・リズム遊び/紙芝居・大型
絵本】
※昼食前や閉館前の片付け後に
実施

15 13

165

季節行事
節句・七夕会・ハロウィン週間・お
正月あそび週間・節分・おひな様】

7

たんじょうび会 12 11

職員が手作りした利用者が参加できるﾍﾞｰﾌﾟｻｰﾄの実施
により継続利用に繋げた。誕生日会をみんなで祝いなが
ら我が子の育った喜びを感じ、幸せを共有した。

はじめてさんの日 28 20

ﾘｰﾌﾚｯﾄやﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの他友達紹介での利用者が多かっ
た。丁寧な説明を心がけ、手厚く対応する事で次への来
所や事業参加に繋げた。来館し易い日程を設定し、毎月
のおたよりに掲載。新型ｺﾛﾅの影響により1回中止。

11

それぞれのｲﾍﾞﾝﾄを楽しむ為に、変装ｸﾞｯｽﾞを用意して子
どもの撮影会を行った。ｲﾍﾞﾝﾄを楽しむ雰囲気の中で親
同士の会話も弾んだ。

工作ランド
【季節の工作・こいのぼり・七夕飾
り・節分・おひな様・大切な人への
プレゼント作り・父の日のプレゼント
作り・敬老の日のプレゼント作り】
にじいろ（母親が主体の活動）
【コーラス・クリスマスコンサート・く
るみボタン・減塩甘口味噌つくり・手
形足型アート・９月ﾍﾞﾋﾞｰﾏｯｻｼﾞ・保
湿ケアー】

20 19

《工作ランド》乳児も参加できるよう簡単な工作にした。写
真立て作りは、地域の大工さんに材料となる木の枠を提
供してもらい笠原ﾀｲﾙを飾った。地域の特性を感じなが
ら、親子で楽しく工作ができると好評だった。
《にじいろ》それぞれの特技を生かし、母親が活躍できる
場を設けた。助け合いながら交流することで子育て仲間
の意識が高まった。ﾍﾞﾋﾞｰﾏｯｻｰｼﾞはとても好評で初回以
降ﾏﾀﾆﾃｨ講座として定期的に実施。

小計 237 199
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令和元年度　　事業評価表

子育て支援拠点事業（ひろば型）分 笠原親子ひろば

事業目標：子育て家庭の親とその子どもが気軽に集い、うち解けた雰囲気の中で語り合える相互に交流を図る場を提供すること。

実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

令和元年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題分析、自己
評価

H30 R1
項目

区
分

具体的内容

年度評価
平成30年度の実施状況

乳幼児 149 乳幼児 78

大人 108 大人 74

その他 0 その他 0

乳幼児 137 乳幼児 60

大人 106 大人 56

その他 0 その他 0

乳幼児 76 乳幼児 69

大人 70 大人 59

その他 0 その他 0

乳幼児 29 乳幼児 18

大人 22 大人 16

その他 0 その他 0

乳幼児 391 乳幼児 225

大人 306 大人 205

その他 0 その他 0

小計 102 82

15 13

避難訓練 11 12

災害等を想定し、利用者自ら避難経路、避難場所の確
認を行うことで意識づけの機会となった。避難時にすぐ
に非常口のﾄﾞｱが開けれるよう、ﾛｯｸの解除方法を分かり
やすく掲示。新型ｺﾛﾅの影響により防災訓練を1回中止。

企画行事
【職員が行う健康講座】

4 3

ｹｶﾞ(火傷）や感染症、歯の健康等について知識と経験を
元に職員が説明。子どもの健康に関する話題には関心
が高く、興味を持って聞いていた。新型ｺﾛﾅの影響により
1回中止。

76

子
育
て
等
に
関
す
る
相
談

、

援
助
の
実
施

1

子育て相談 56

職員や複数の母親に話を聞いてもらう事で安心し表情も
明るくなった。支え合える仲間がいると実感し、相談しや
すい環境となった。

大きくなったかな
【身体測定】

11 11

我が子の成長を数値で知る事ができる為ﾆｰｽﾞも高い。
子どもの成長の喜びがより感じられた。
新型ｺﾛﾅの影響により1回中止。
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令和元年度　　事業評価表

子育て支援拠点事業（ひろば型）分 笠原親子ひろば

事業目標：子育て家庭の親とその子どもが気軽に集い、うち解けた雰囲気の中で語り合える相互に交流を図る場を提供すること。

実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

令和元年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題分析、自己
評価

H30 R1
項目

区
分

具体的内容

年度評価
平成30年度の実施状況

乳幼児 120 乳幼児 125

大人 99 大人 106

その他 0 その他 0

乳幼児 30 乳幼児 35

大人 24 大人 29

その他 0 その他 0

乳幼児 87 乳幼児 89

大人 95 大人 112

その他 0 その他 0

乳幼児 69 乳幼児 71

大人 63 大人 78

その他 0 その他 0

乳幼児 306 乳幼児 320

大人 281 大人 325

その他 0 その他 0

譲り合いの精神から始めたﾊﾞｻﾞｰをきっかけに、物を大
切に使うことの必要性を再認識した意義ある事業となっ
た。

アフターバザー
（わくわくバザー後の提供）

10 9

当日参加できなかった方や、当日ゆっくり見る事ができ
なかった方も楽しむ事ができた。次回のﾊﾞｻﾞｰの参考
や、他のｲﾍﾞﾝﾄの参加にも繋がった。

17 22

《子育て情報》
ﾆｰｽﾞの高い情報を発信し気軽に見れるよう廊下に掲
示。
《ちょっと話そう会》
子育てについて役に立った事、知りたかった情報を提供
し合うことで、親同士を繋ぐきっかけになった。

企画行事（わくわくパーク）
【梅平公園・共栄公園・陶史の森・
セラタウンの公園】

4 4

季節の良さを感じながら散歩をして複数の親子で遊ん
だ。子ども同士で元気よく遊ぶことができ、屋外での遊び
はﾋﾟｸﾆｯｸ気分で親子ともﾘﾌﾚｯｼｭした。

地
域
の
子
育
て
関
連
情
報
の
提
供

1

子育て情報
ちょっと話そう会

12 13

わくわくバザー 2 2

小計 33 37
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令和元年度　　事業評価表

子育て支援拠点事業（ひろば型）分 笠原親子ひろば

事業目標：子育て家庭の親とその子どもが気軽に集い、うち解けた雰囲気の中で語り合える相互に交流を図る場を提供すること。

実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

令和元年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題分析、自己
評価

H30 R1
項目

区
分

具体的内容

年度評価
平成30年度の実施状況

乳幼児 92 乳幼児 60

大人 82 大人 94

その他 0 その他 0

乳幼児 40 乳幼児 36

大人 29 大人 29

その他 0 その他 0

乳幼児 78 乳幼児 11

大人 69 大人 10

その他 0 その他 0

乳幼児 8 乳幼児 0

大人 6 大人 0

その他 0 その他 0

乳幼児 218 乳幼児 107

大人 186 大人 133

その他 0 その他 0

19 18

児童館まつりの発表に向けて練習日を増やし取り組ん
だ。初めて行ったちびっこﾌﾗﾀﾞﾝｽの発表も加え、4年目出
場のﾏﾏﾌﾗは向上心の活力が自信に繋がり、ﾘﾌﾚｯｼｭの
機会にもなっている。新型ｺﾛﾅの影響により2回中止。

子育て関連講習
【歯科衛生士の話・おとどけセミ
ナー（幼稚園保育園情報・おやつ
作り）防火教室】

5 4

無償化に伴う園情報の評価が高かった。おとどけｾﾐﾅｰ
は好評で、栄養士の考えた簡単なおやつ作りは野菜を
使用したﾆｰｽﾞに合ったﾚｼﾋﾟで親子で喜んでもらえた。笠
原児童館共催で防火教室を実施。
ﾍﾞﾋﾞｰﾏｯｻｰｼﾞ、英語deﾊﾛｳｨﾝは講師と都合が合わず中
止。

さわやかママフラ

13 12

マタニティ講座（ﾍﾞﾋﾞｰﾏｯｻｼﾞ・アル
バム作り）

13 3

【ﾍﾞﾋﾞｰﾏｯｻｼﾞ】『にじいろ』で実施したﾍﾞﾋﾞｰﾏｯｻｼﾞは好評
の為、ﾏﾀﾆﾃｨ講座で資格を取った利用者の方に実施して
いただいた。親子のｽｷﾝｼｯﾌﾟや親同士の学びの場が子
育ての楽しさを実感させた。
毎月1回のﾍﾞﾋﾞｰﾖｶﾞは、講師と都合が合わず中止。
【ｱﾙﾊﾞﾑ作り】我が子の為ｱﾙﾊﾞﾑを手作りした。愛情を込
めて作り、思い出を残せると好評だった。
新型ｺﾛﾅの影響により3回中1回中止。

クックランド 1 0

ひな祭に向けからすみ作りを予定していたが、新型ｺﾛﾅ
の影響により中止。（申込8組）

子
育
て
お
よ
び
子
育
て
支
援
に

関
す
る
講
習
等
の
実
施

1

小計 38 25
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令和元年度　　事業評価表

子育て支援拠点事業（ひろば型）分 笠原親子ひろば

事業目標：子育て家庭の親とその子どもが気軽に集い、うち解けた雰囲気の中で語り合える相互に交流を図る場を提供すること。

実施回数 参加人数 実施回数 参加人数

令和元年度の実施状況 取組み、成果、利用者の満足度・評価、課題分析、自己
評価

H30 R1
項目

区
分

具体的内容

年度評価
平成30年度の実施状況

乳幼児 82 乳幼児 59

大人 68 大人 62

その他 0 その他 0

乳幼児 17 乳幼児 22

大人 18 大人 28

その他 0 その他 0

乳幼児 129 乳幼児 113

大人 88 大人 79

その他 22 その他 0

乳幼児 115 乳幼児 137

大人 138 大人 205

その他 0 その他 0

乳幼児 24 乳幼児 80

大人 23 大人 80

その他 0 その他 0

乳幼児 111 乳幼児 103

大人 90 大人 99

その他 0 その他 0

乳幼児 0 乳幼児 0

大人 0 大人 0

その他 21 その他 7

乳幼児 3 乳幼児 7

大人 2 大人 6

その他 0 その他 0

乳幼児 481 乳幼児 521

大人 427 大人 559

その他 43 その他 7

そ
の
他
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

自
主
的
な
事
業
の
実
施

2

パパのこと教えて

11 13

25 22

父親の話題はお互いの共感から交流を深めた。父親も
含め子育ての仲間意識を高めた。

パパズホリディ 3 3

父親参加が多くあり、子どもが他の子の父親とも遊ぶ事
ができ、子育ての良い刺激となった。定員を設けて母子
のみの参加も受け入れた。
新型ｺﾛﾅの影響により1回中止。

ぎふ木育ひろば
【木育講座・クリスマスリース作り】

5 9

木育に関心を持ってもらう為木育講座を増加。県による
木のおもちゃの貸出しを利用。幼い頃から木に触れるこ
とで、想像力や表現力も身につく。木の良さや特徴を知
り、触れ合うきっかけを自然に作る事ができた。

企画行事【出前ひろば（笠原幼稚
園・発達支援ｾﾝﾀｰひまわり・児童
館・児童ｾﾝﾀｰ）・ﾌﾟﾘﾝｾｽに変身・ち
びっこﾌﾗﾀﾞﾝｽ・ｸﾘｽﾏｽ会】

12 15

【出前ひろば】慣れ親しんだ職員の声掛で、安心して一
緒に伸び伸び遊んだ。新型ｺﾛﾅの影響により1回中止。
【ﾌﾟﾘﾝｾｽに変身】ﾊﾞｻﾞｰで提供されたﾌﾟﾘﾝｾｽの衣装が好
評でｲﾍﾞﾝﾄで貸し出し、ﾊﾛｳｨﾝでも着れるようにした。

笠原児童館との共催年中行事
【進級お祝いお楽しみ会・移動水族
館・うながっぱがやってくる!・笠原
児童館まつり・おもち会】

7 5

（笠原児童館共催事業）地域の多くの協力と参加があ
り、多世代の方に活動を知っていただくことができた。切
れ目のない支援の場であることをｱﾋﾟｰﾙする機会となっ
た。

各地域でのイベントへの参加
【いこまい祭・ふれあい福祉まつり・
もみじまつり】

4 3

（笠原児童館共催事業）地域ｲﾍﾞﾝﾄに参加し、自分の住
む地域の良さを交流を通じ再確認した。
お正月ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙは乳幼児の参加が少なく不参加。

小計 66 63

笠原児童館共催
子どもスタッフ受け入れ
【進級お楽しみ会・移動土岐川監察
館・うながっぱがやってくる！・笠原
児童館まつり】

9 4

地域の人や子ども達と触れ合い、感謝してもらえた事が
自己肯定感を高め、一歩前に踏み出すきっかけとなっ
た。

川南５館児童館共催事業
【3B体操・ロリポップイングリッシュ】

1 2

内容が楽しく先生と子ども・保護者が一体となり、大勢の
人と一緒に遊べた。（3B体操：乳幼児3名　大人2名参加
ﾛﾘﾎﾟｯﾌﾟｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ：乳幼児4名　大人4名参加）
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